
市民参加に関係する新しい事業や取組
（令和４年７月１２日から令和４年１０月１７日までに広報発表されたもの）
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広報発表日 概要 所属

7月29日 新京極夏祭り（おそとチャレンジ：公民連携 公園利活用トライアル事業）
京都市では、都市の魅力、活力、憩いを生み出す貴重な空間である公園を最大限に利活用し、その魅力や利便性

を高めていくため、民間企業等を公募のうえ、社会実験として、柔軟な発想で公園の試行的利用を行う「公民連携
公園利活用トライアル事業」を推進しています。

この度、新京極公園（中京区）において、新京極商店街振興組合による新京極通１５０周年記念事業と連携し、
柔軟に公園を利活用しながら地域の歴史や文化を発信するイベントを開催しますので、お知らせします。

地元団体、大学、企業、芸術家等、多様な主体の高齢者から子どもまで幅広い世代の方が、公園の楽しみ方を提
案するプレイヤーとなって、様々な企画を実施します。
１ 日時 令和４年８月１９日（金） 午後 ６時～午後７時

２０日（土）、２１日（日）午前１１時～午後５時
２７日（土） 午前１１時～午後９時、２８日（日） 午前１１時～午後４時

２ 場所 ⑴ 新京極公園 ⑵ ろっくんプラザ
３ 実施内容

⑴ 青空古着市（２０日、２１日、２７日、２８日） ⑵ 京北 ことす出張めぐる市（２０日・２１日）
⑶ 竹灯り（２７日）⑸ つながるマルシェ（新京極マルシェ）（２８日）⑹ ふごおろし（２７日、２８日） 等
・ 中之町町内会の地蔵盆も同時開催しています（町内会の行事のため一般の方は見学のみ可）。

４ 実施主体
新京極公園プロジェクト実行委員会、立誠自治連合会、新京極公園愛護協力会、中之町町内会、
新京極商店街振興組合、日本たばこ産業㈱(代表法人)、㈱よしもとエリアアクション京都支社、㈱WEGO、
松竹㈱、東邦レオ㈱

協力：㈲中村ロ-ソク、錦天満宮、みんなの想火京都、京都超SDGｓコンソーシアム、エコ～るど京大、
京都里山SDGs ラボ運営協議会(ことす)、three star、ＳＰＩＮＮＳ

建設局
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8月5日 成年年齢引き下げに伴うお祝いメッセージハガキについて
改正民法の施行に伴い、令和４年４月から、成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられました。
成人になると、親の同意がなくても自分の意志で様々な契約ができるようになるなど、自己決定権が尊重される

とともに、大人としての自覚や社会参加が求められることになります。一方で、未成年を理由とした契約の取消は
できなくなり、安易な契約はトラブルに巻き込まれる可能性があります。

このため、本市では、本年度に成人を迎えられる約３７，０００名の方に下記のとおりお祝いメッセージを送付
し、成年年齢引き下げに伴う消費者被害防止のための注意喚起を行うとともに、成人としての自覚や責任感を促し、
積極的な社会参加につなげるための周知啓発を行いますので、お知らせします。

１ 対象者 平成１４年４月２日から平成１７年４月１日までにお生まれの方
２ 対象者数 約３７，０００名（令和４年４月１日時点）
３ 掲載内容 ・民法改正の趣旨 ・消費者啓発 ・選挙啓発 ・社会参加の促進 ・市長・議長お祝いメッセージ

子ども若者はぐ
くみ局
子ども若者未来
部育成推進課
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8月18日 令和４年度「Ｎ極アカデミー塾」の開催について
～京都市・京都府の協働事業によりＮＰＯの更なる基盤強化をサポート！～

今日、ＮＰＯによる活動は、様々な地域課題の解決に向けた取組として、大きな役割を果たしています。しかし
一方で、多くのＮＰＯが人材や財源の確保などの運営面に課題を抱えているという実態があります。

そこで、京都市では、京都府との協働事業として、ＮＰＯの事務能力の向上等の組織基盤の強化や自主財源の確
保に関するノウハウを実践的に習得できる機会を提供し、それぞれの団体が抱える運営面での課題を解決に導く伴
走型支援事業「Ｎ極アカデミー塾」を開催しますので、お知らせします。

１ 事業の概要
本事業では、専門講師の指導の下、少人数制で、自主財源（人材・資金・物資等）の確保につながる実践的なプ

ログラム（６回シリーズ）を開催し、受講団体に対する充実した個別サポートにより、ＮＰＯのステップアップや
活動の継続・拡大を伴走型で支援してまいります。

受講団体それぞれが抱える組織的課題解決に向けた３つのコースを用意していますので、受講団体の皆様は、そ
のうち一つを選択していただき、それぞれで資金調達・人材確保につながる目標を定め、プログラム期間内で実践
活動を行っていただきます。

また、最終回には、Ｎ極アカデミー塾で得た成果と今後の展開について発表いただく「卒塾式」を開催します。
【講座企画内容（予定）】

第1回 ■開講式 ・オリエンテーション・参加団体同士の顔合わせ ・組織基盤強化につながるレクチャー
第2回 ・ミッションビジョン（団体が成し遂げたいこと）の整理

・団体の課題の洗い出しと実践目標の設定・コース設定
第3回 ・コースごとに実践活動計画づくり ・コースごとに座学
第4回 ・コースごとに実践活動計画確定 ・実践活動の準備
第5回 ・進捗共有と実践活動のブラッシュアップ
第6回 ■卒塾式 ・実践の成果発表と次年度計画づくり ・認定ＮＰＯ法人について

２ 受講対象団体
基盤強化により自立的かつ継続的な事業運営を志す、原則として以下の要件を満たす非営利団体。
(1) 京都府内に主たる事務所を置く団体であること。
(2) 団体の事務局を主として担当する職員等を１名以上有すること。
(3) 団体の活動状況について、ホームページ等において情報公開していること。

※以前にＮ極アカデミー塾を受講された団体も受講していただけます。
※できる限り１団体につき複数名で御参加ください。難しい場合は事務局に御相談ください。

３ 募集団体数 １５団体程度

４ 募集期間 令和４年８月１９日（金）～９月１１日（日）

文化市民局
地域自治推進室
市民活動支援担
当
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9月21日 ～京都市商店街地域資源活用事業～ コミュニティースペース＆レンタルギャラリー「みらくまの」
今熊野商店街にオープン！！

この度、今熊野商店街（京都市東山区東大路通 塩小路通南側～泉涌寺道）にコミュニティースペース＆レンタル
ギャラリー「みらくまの」がオープンしますので、お知らせします。

この施設は、商店街の次世代を担う若手が集まり発足した「koguma会」が中心となって立ち上げたもので、地域
交流・商店街振興の新たな拠点として運営される予定です。

京都市ではこの間、「商店街地域資源活用事業」によるコーディネーター派遣を通じて、「koguma会」の立ち上
げ等を支援してきたところです。

今後とも、同商店街と共に、誘客促進、ひいては商店街を核とするエリアのブランド化に取り組んでまいります。

１ コミュニティースペース＆レンタルギャラリー「みらくまの」について
(1)概要 （詳細は別添パンフレット参照）

地域の交流促進や魅力発信のほか、出展販売、イベント開催など、商店街・地域の振興につながる取組等に御
利用いただけるスペースとして貸し出します。
(2)場所 京都市東山区今熊野椥ノ森町４１－１２

【アクセス】・ＪＲ奈良線「東福寺」または京阪本線「東福寺」下車徒歩８分
・京都市バス ５８・８８・２０２・２０７・２０８系統「今熊野」バス停下車すぐ

(3)利用開始日（予約受付開始日） 令和４年９月２６日（月）
２「koguma会」について

今熊野商店街振興組合を母体として次世代を担う若手メンバーが有志で集まり、令和４年１月に発足。商店街の
振興・地域の発展に向けて協議を行っています。

産業観光局
地域企業イノ
ベーション推進
室
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10月4日 「京都市ウッド・チェンジアクション推進会議」及び「京都市木づかい総合窓口」の設置について
～川上から川下までの幅広い関係者が相互に協力し、木材を利用しやすい環境づくりに取り組みます～

京都市では、脱炭素社会やSDGｓの実現等に寄与し、京都の豊かな森林と「木の文化」を未来へと継承・発展させ
るため、木材利用の促進に取り組んでいます 。

この度、木材利用に関係する幅広い分野の関係者が相互に連携し、ウッド・チェンジに取り組むため、「京都市
ウッド・チェンジアクション推進会議」を設置するとともに、木材利用に関する相談窓口「京都市木づかい総合窓
口」を設置しますので、お知らせします。

※ ウッド・チェンジ：身の回りのものを木に変える、木を暮らしに取り入れる、建築物を木造・木質化するなど、
木の利用を通じて持続可能な社会へチェンジする行動

１ 京都市ウッド・チェンジアクション推進会議
豊富な森林資源を循環利用し、脱炭素社会の実現や木の文化の継承・発展を図るため、木材利用の最大の需要先

である建築物における木材利用を促進するとともに、林業及び木材関連産業の成長産業化を実現することが必要と
されています 。

本推進会議では、経済・金融・不動産・建築・木材 等の川上から川下までの幅広い分野の関係者と行政が相互に
連携し、民間建築物等における木材利用の普及啓発や木材を利用しやすい環境づくりに取り組みます。

産業観光局
農林振興室
林業振興課
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10月7日 民間事業者と連携した安心安全推進事業「京（みやこ）の見守り大作戦」の開始と参加事業者の募集について
京都市と京都府警察は、令和３年３月「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」に係る新

たな協定を締結し、更なる連携の下、「誰もが安心安全を実感できるまち京都」の実現に向けた取組を推進してい
ます。

この度、同推進運動における取組として、市内における犯罪抑止や市民の安心感を醸成することを目的に、民間
事業者のドライブレコーダー搭載の社用車等を活用した見守り活動等を推進する「京（みやこ）の見守り大作戦」
を開始します。

本事業に御協力いただける市内事業者を、下記のとおり募集しますのでお知らせします。

１ 概要
民間事業者のドライブレコーダー搭載の社用車等を活用した見守り活動を中心に、事業活動を通じた防犯活動へ

御協力をいただける事業者（以下「協力事業者」という。）を募集するものです。
協力事業者は、複数の協力項目（３に活動例を記載）の中から実施可能な取組を選択して申込みを行い、協力事

業所として登録後、事業活動に支障のない範囲で防犯活動に取り組んでいただきます。
地域の皆様による安心安全の活動に加え、新たに民間事業者の協力を得て、犯罪抑止・見守りの取組を推進する

ことで、「地域を見守る目」を拡大させ、京都市内におけるより一層の安心安全の確保を目指します。

２ 事業開始並びに募集開始日 令和４年１０月１２日（水）
３ 協力事業者の活動内容（例）
⑴ ドライブレコーダーを搭載した社用車等への防犯標語等記載のステッカーシール貼付と、事業活動を通じた見守

り活動への協力
⑵ 事業所周辺の門掃き等をしながら行う見守り活動への協力
⑶ 地域団体が行う見守り活動への参加・協力
⑷ 事業所での防犯ポスター掲示、啓発チラシの配架等、防犯啓発活動への協力
⑸ 京都府警察が発信する防犯情報メールへの登録、同防犯情報の見守り活動への活用

文化市民局
くらし安全推進
課
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10月17日 市民参加ワークショップ「WE LOVE KYOTO ～SDGsで暮らしやすい京都の新たな魅力を創造しよう！～」
の開催について

京都市では、市民参加推進条例及び市民参加推進計画に基づき、様々な手法で市民の皆様の御意見をお聴きする
取組を積極的に進めています。

とりわけ、第３期市民参加推進計画においては、市民と京都市、また市民同士の「学び」や「信頼」をはぐくむ
対話の推進に取り組むこととしています。

その一環として、市民の皆様が市政を「自分ごと」、「みんなごと」と感じ、つながることを目的に、下記のと
おり、ワークショップを開催しますので、お知らせします。

１ 開催日 令和４年１１月２２日（火）
２ 会場 京都御池創生館 地下１階（京都市中京区御池通柳馬場東入東八幡町579番地）
３ 参加費 無料
４ 内容及び時間

次の４つのテーマについて、市民の皆さんと想いを共有し、一緒にアイデアを考えるワークショップを開催しま
す。なお、本ワークショップは、プロのファシリテーターから指導を受けた京都市職員が運営を行います。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------
テーマ 時間 定員
①ふるさと納税で伝えよう！知られざる京都の魅力とは？ ①②午前10時～正午 各回20名
②デジタルの力であなたの幸せマシマシ大作戦！！ （事前申込制、
～京都のまちで自分らしく生きる～ 先着順）
③まち×○○○ ～新たな「つながり」でまちをつくろう～ ③④午後1時30分
④賃貸選びのポイントに「脱炭素」の視点を加えてみませんか？ ～午後3時30分
-------------------------------------------------------------------------------------------------------
５ 申込方法
【申込期間】 １０月１７日（月）～１１月１４日（月）
【申込方法】 （１）ＨＰ「みんなでつくる京都」から https://tsukuru-kyoto.net/recommend/welovekyoto2022/

（２）メールでお申込みの場合
氏名、職業、電話番号、メールアドレス、参加したいテーマ番号をお知らせください。

※開催時間の異なる２つのテーマへの参加も可。
※託児を御希望の方は、１１月９日（水）までに、お子さまのお名前、性別、年齢と月齢を

お書き添えの上、お申し込みください。

総合企画局
総合政策室
SDGs・市民協働
推進担当
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https://tsukuru-kyoto.net/recommend/welovekyoto2022/

